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Abstract
The purpose of this study is to investigate to which extent nursery teachers are using
onomatopoeia and if there are differences in the use of onomatopoeia according to the
age of the infants. The method used was an awareness survey and the collaborators
were nursery teachers in the nursery. The result of the survey was as follows: the
frequency of use of onomatopoeia was the highest for 0 year old infants and was
lowering as the age increases. From this, it can be considered that nursery teachers
were changing the object used for onomatopoeia according to the age of the infants. In
the case of infants with development problems, the result was an increase of using
onomatopoeia for the 0 and 1 year old infants. For the infants with development
problems, the use of onomatopoeia was considered to be helpful to individual
encouragement. The most frequent place for using onomatopoeia is the guidance
place, then comes exercise play place. We could see that onomatopoeia is being used( )
as a very important word in the different child care scene.
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Abstract 
The purpose of this study is to investigate to which extent nursery teachers are using 
onomatopoeia and if there are differences in the use of onomatopoeia according to the 
age of the infants. The method used was an awareness survey and the collaborators 
were nursery teachers in the nursery. The result of the survey was as follows: the 
frequency of use of onomatopoeia was the highest for 0 year old infants and was 
lowering as the age increases. From this, it can be considered that nursery teachers 
were changing the object used for onomatopoeia according to the age of the infants. In 
the case of infants with development problems, the result was an increase of using 
onomatopoeia for the 0 and 1 year old infants. For the infants with development 
problems, the use of onomatopoeia was considered to be helpful to individual 
encouragement. The most frequent place for using onomatopoeia is the guidance place, 
then comes exercise (play) place. We could see that onomatopoeia is being used as a very 
important word in the different child care scene. 





















然界の物音を真似て作られ どんどん 戸，「 （
を叩く 「ごろごろ（雷が鳴る 」などが）」 ）
ある。擬声語は，動物の鳴き声や人間の声
を模写して作られた語で 「わんわん（鳴，
く 「げらげら（笑う 」などがある。擬）」 ）
態語は，事物の状態・動作・痛みの感覚・
人間の心理状態などを象徴的に表したもの




































































































































， 。者 名を対象に 質問紙調査を実施した37
２．調査実施期間
， （ ）質問紙調査は 年 月 日 水2014 11 12
















正し 「運動 「生活指導 「音楽 「絵， 」， 」， 」，
画・制作指導」の つの場面を項目とし4








年齢（ ～ 歳児）0 5
今まで担当したことがある乳幼児の年齢




らない 「まったく使わない 「あまり使」， 」，








らない 「まったく使わない 「あまり使」， 」，




いて 「全体に対して 「発達が気になる， 」，





て 「わからない 「まったく使わない ，， 」， 」




からない 「まったく思わない 「あまり」， 」，





















































いという結果になった。 歳児， 歳児に0 1
使用する場合は， 歳児， 歳児， 歳児3 4 5
に使用する場合と比 て高かった。 歳べ 2
児に使用する場合は， 歳児， 歳児に使4 5
用するよりも高かった。 歳児に使用する3
， 。場合は 歳児に使用するよりも高かった5
0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳
0歳 1.000 0.228 0.008 0.000 0.000
1歳 0.154 0.003 0.000 0.000































がみられた（オノマトペのみ： ( )F 5,49
=8.094, p .001 F< ，オノマトペと一般語：


























0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳
0歳 1.000 0.970 0.007 0.000 0.000
1歳 0.863 0.001 0.000 0.000






0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳
0歳 0.616 0.057 0.025 0.007 0.011
1歳 0.102 0.044 0.012 0.018






0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳
0歳 0.995 0.095 0.008 0.003 0.001
1歳 0.135 0.009 0.003 0.001


























0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児
オノマトペのみ オノマトペと一般語 一般語のみ
図2．各年齢児を対象に保育者が用いることばの種類別使用頻度




になった。 歳児， 歳児に使用する場合0 1





1 2 3児， 歳児， 歳児に使用する場合は，
歳児， 歳児， 歳児に使用する場合と比4 5
3 5べて高かった 歳児に使用する場合は。 ，
歳児に使用するよりも高かった。
一般語のみの使用頻度は，年齢が上がる
につれて増加し， 歳児， 歳児で最も高4 5
いという結果になった。 歳児， 歳児に0 1










( ) < 発達が気になる園5,58 =17.199, p .001,





































0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳
0歳 1.000 1.000 0.228 0.014 0.011
1歳 1.000 0.098 0.004 0.004






0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳
0歳 1.000 1.000 1.000 0.017 0.007
1歳 1.000 1.000 0.003 0.001











より得られた有意確率を表 ，表 にまと5 6
め，有意差がみられた結果は網掛けで示し
た。
図 ，表 ，表 に示したように，全体3 5 6
に対して使用する場合は， 歳児から 歳0 1
児にかけて増加し，それ以降は減少してい
くという結果になった。 歳児， 歳児よ0 1
り 歳児， 歳児に使用することが有意に4 5
少なかった。発達が気になる園児に対して
使用する場合は， 歳児， 歳児から年齢0 1
が上がるにつれて増加していくという結果
になった。








て有意差がみられた（運動： ( )F 5,59
< ，生活指導： ( )=10.044, p .001 F 5,59
=14.093, p .001 F 3,38 =8.872, p< 音楽： ( )，

























0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児
運動 生活指導 音楽 絵画・制作指導
図4．保育者が用いる場面別のオノマトペの使用頻度
0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳
0歳 1.000 0.997 0.271 0.002 0.000
1歳 0.999 0.235 0.001 0.000






0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳
0歳 0.996 0.995 0.201 0.000 0.000
1歳 0.841 0.030 0.000 0.000






2歳 3歳 4歳 5歳












を考慮し， 歳児と 歳児は音楽と絵画・0 1
制作指導を受ける年齢に達していないと考












1 2 4歳児 歳児 歳児に使用する場合は， ， ，




は， 歳児から 歳児にかけて増加し，そ0 1
れ以降は減少していくという結果になっ
0 2 4た。 歳児， 歳児に使用する場合は，
5 1歳児 歳児に使用するよりも高かった， 。














合は， 歳児， 歳児に使用するよりも高4 5
く， 歳児に使用する場合は， 歳児に使3 5
用するよりも高かった。
絵画・制作指導場面でのオノマトペの使


















0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児
図5．年齢ごとに保育者が感じているオノマトペ使用の有効性
2歳 3歳 4歳 5歳












































合は， 歳児， 歳児に使用するよりも高4 5
く， 歳児に使用する場合は， 歳児に使3 5
用するよりも高かった。
絵画・制作指導場面でのオノマトペの使


















0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児
図5．年齢ごとに保育者が感じているオノマトペ使用の有効性
2歳 3歳 4歳 5歳

























































は 歳児， 歳児， 歳児が多く， 歳児0 1 2 4




0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳
0歳 1.000 1.000 1.000 0.391 0.029
1歳 1.000 0.367 0.081 0.005



















































































































































は， 歳児と 歳児は年齢的に未経験の0 1
場面であると考え， 歳児と 歳児の質問0 1
紙にはこの項目を使用しなかった。そのた










































































者は， 人中 人と調査協力者のほとん17 16
どを占めているのに対し， 歳児を担当し5
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